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令和５年第１１回教育委員会会議 
１ 日 時  

令和５年８月２９日(火) 

開会 １０時００分 

閉会 １０時４０分 

 

２ 場 所  

県庁行政庁舎 １７階 教育委員会室 

 

３ 出席者 

  北野喜樹教育長、新屋長二郎委員、新家久司委員、眞鍋知子委員、高野勝委員、 

浅蔵一華委員 

 

４ 説明のため出席した職員 

  吉田雅英教育次長、塩田憲司教育次長、金子俊一教育次長、山本一彦庶務課長、

髙倉英明教職員課長、北島公之学校指導課長、岩木智子生涯学習課長、辻󠄀江冬樹文

化財課長、瀬戸博邦保健体育課長 

 

５ 議案件名及び採決の結果 

議案第 19 号 教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び

評価について（原案可決） 

議案第 20 号 石川県立夜間中学の校名決定について（原案可決） 

議案第 21 号 令和６～９年度使用石川県立特別支援学校小学部教科書の採択に

ついて（原案可決） 

議案第 22 号 教職員の人事について（原案可決） 

 

６ 審議の概要 

  ・開会宣告 

    北野教育長が開会を告げる。 

 

・会議の公開・非公開の決定 

    議案第 21 号は教科書採択に関する案件のため、議案第 22 号は人事に関する案

件のため地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 14 条第 7項に基づき非公

開とすることを全会一致で決定。 

 

・質疑要旨 

    以下のとおり。  
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議案第 19 号 教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価

について（山本庶務課長説明） 

 

それでは、議案第１９号「教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点

検及び評価」について、別添資料をご覧ください。 

 本議案につきましては、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条にお

いて、教育委員会は、所管する事務の管理及び執行状況について、点検及び評価を行

い、公表することとされておりますので、その内容をお諮りするものであります。 

なお、この報告書の作成にあたり、教育委員の皆様方にご意見をお聞きしたほか、

学識経験を有する方として、金沢美術工芸大学の桑村教授、金沢大学の原田准教授の

お二方から、点検評価に対するご意見をいただき、報告書に反映させております。 

それでは、概要につきまして、お手元の報告書（案）で概要をご説明させていただ

きます。 

１ページをご覧ください。１つ目の柱は、「新型コロナウイルス感染症と共生してい

く学校運営」であります。 

「学校における新型コロナウイルス感染症対策」につきましては、引き続き、校内

の清掃や消毒作業の補助を行うスクール・サポート・スタッフの小・中・高等学校及

び特別支援学校への配置や、特別支援学校のスクールバスの増便など、学校現場にお

ける感染防止対策に取り組んだものであります。 

さらに、２ページの「県立学校における衛生環境整備」につきましては、様々な感

染症を予防する観点から、トイレの洋式化及びトイレや廊下の手洗い場の自動水栓化

を、計画的に整備したことについて記載しております。 

３ページをご覧ください。２つ目の柱は、「いしかわに誇りと愛着を持ち、世界と地

域に貢献する人材の育成」であります。こちらにつきましては、４ページをご覧くだ

さい。 

 「 企業と連携したアントレプレナーシップ教育の推進」につきましては、令和３

年度から、珠洲市へ本社機能を移転した東証一部上場企業のアステナホールディング

ス（株）と連携し、飯田高校の２年生を対象に、ビジネスプランの作成及び磨き上げ

などのアントレプレナーシップ教育を実施しており、昨年度は実施校を奥能登地域の

５校に拡大したことを記載しております。 

８ページをお開きください。３番目の柱は、「学力を高め、社会の変化に対応できる

資質・能力の育成」であります。 

９ページをご覧ください。 

「 スーパーサイエンスハイスクールのフォローアップ」につきましては、国にお

いては、将来、国際的に活躍できる科学技術人材を育成するため、平成１４年度から

スーパーサイエンスハイスクールを指定しており、本県では、これまで、金沢泉丘、

七尾、小松の３校が指定され、国から財政支援を受けて、先進的な理数系教育を実施

しております。 

３校の理数科では、科学オリンピックなどの全国規模のコンテストにおいて多々、

上位入賞を果たしているほか、大学は理系学部に進学し、卒業後は研究者や技術者、

医師などの職業で活躍する人材を多く輩出するなど、確実に成果が現れております。 
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中でも、全国でもいち早く指定を受けた金沢泉丘高校については、令和３年度末で

４期１９年間の経費支援を伴う指定期間が終了したところであり、令和４年度から県

独自に支援することで、本県の理数系教育の推進を図ったことを記載しております。 

 １２ページをお開きください。 

「教員のＩＣＴ活用指導力の向上」につきましては、令和３年度に引き続き、学校

トップの意識改革を図るための管理職向けの研修や、校内研修を牽引するリーダー教

員を対象とした研修を実施するとともに、モデル校において、優れた指導法を他校に

普及するなど、教員の指導力の向上を図ってまいりました。 

１３ページになりますが、また、高等学校では、新たに教科ごとに選抜教員と県教

委の指導主事からなるプロジェクトチームを編成し、各ＰＴによる公開研究授業や授

業の動画配信などにより、県内各校におけるタブレット端末を効果的に活用した授業

づくりの研究に取り組んだことを記載しております。 

次に、「 県立学校におけるＩＣＴ支援員の配置」につきましては、令和４年度から

１人１台端末の配備となった県立学校において、端末管理や機器のトラブル対応など

日常業務の増加に対応するため、新たにＩＴ企業の退職人材等を活用し、「ＩＣＴ支援

員」を配置したことを記載しております。 

 １６ページをお開きください。 

「いしかわ特別支援学校と明和特別支援学校の教育環境の向上」につきましては、

金沢向陽高校の敷地内に建設する、いしかわ特別支援学校高等部の新校舎に係る実施

設計などを実施したほか、両校及び県教委担当課からなるプロジェクトチームにおい

て、インクルーシブ教育の具体の検討を進めているところであり、令和７年４月の開

校に向け、ハード・ソフトの両面から諸準備を進めていることを記載しております。 

２０ページをお開きください。 

  ４番目の柱は、「豊かな心と健やかな体を備えたしなやかでたくましい人づくり」で

ありますが、こちらにつきましては、１枚おめくりいただき、２２ページをご覧くだ

さい。 

「 学校におけるカウンセリングの強化」につきましては、いじめや不登校等の問

題の対応にあたるスクールカウンセラーについて、県臨床心理士会等の協力を得て、

１０名増員し、小中高等学校全校及びやすらぎ教室全７か所に配置したことで、教育

相談体制の充実を図ったことを記載しております。 

２３ページをご覧ください。 

「インターネット等の適正利用の推進」につきましては、インターネットやスマー

トフォンの長時間利用や利用者の低年齢化が進んでいることから、新たに年長児を配

付対象とし、年長児から高校生までの保護者にパンフレットを配付するとともに、家

庭でのルール作りのポイントを紹介する動画を県ＨＰ等に掲載し、啓発に努めたこと

を記載しております。 

２４ページをお開きください。 

「 教員のヤングケアラーに対する理解の促進」につきましては、学校の教員は、

子どもと接する時間が長く、日々の変化に気付きやすく、ヤングケアラーを発見しや

すい立場にあることから、ヤングケアラーの早期発見・把握につなげるため、生徒指

導担当・教育相談担当の教員を対象に、ヤングケアラーについての基礎知識や発見の

視点、対応方法などを学ぶ研修を実施したことを記載しております。 
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２７ページをお開きください。 

「 『生理の貧困』の解消に向けた生理用品の配備」につきましては、経済的な理

由で生理用品を十分に購入できない女性がいるという、いわゆる「生理の貧困」が社

会問題となっており、こうした女性に寄り添った支援を強化するため、県立学校にお

いて、既に保健室に配備している生理用品を新たにトイレにも配備し、児童生徒の不

安軽減を図ったことを記載しております。 

２８ページをお開きください。５番目の柱は、「信頼される質の高い学校づくり」で

あります。 

「キャリアステージに応じた教員研修の実施」につきましては、若手教員の早期育

成に努めるとともに、中堅教員の教科指導力やマネジメント力を身に付けるための研

修の実施など、教員の資質・能力の向上を図ったことを記載しております。 

３１ページをお開きください。 

「 夜間中学の設置に向けた検討」につきましては、様々な事情で義務教育を修了

できなかった方などに対して、教育の機会を確保するセーフティーネットとなる夜間

中学について、公立夜間中学の設置に向け、県及び市町教育委員会で構成する検討会

を設置したものであります。 

検討会での「県による設置が望ましい」との結論を踏まえ、金沢中央高校に県立の

夜間中学を設置することとし、令和７年４月の開校に向けて準備を進めていくことを

記載しております。 

その下の、「教職員の多忙化改善に向けた取組」につきましては、スクール・サポー

ト・スタッフや部活動指導員を拡充するなど、学校現場の取り組みに対して支援した

ほか、国が目指す、公立中学校における休日の部活動の段階的な地域移行に向けて、

運動部に加え、文化部においても実践研究を行うモデル事業に取り組んだものであり

ます。さらに、長時間労働の要因の一つになっているテスト等の採点・集計業務にか

かる時間を短縮するため、採点業務省力化ソフトを全ての全日制高等学校３８校に導

入したことを記載しております。 

３３ページをお開きください。 

「県立学校の施設設備の整備」につきましては、校舎の老朽化対策及び学習環境の

充実のため、大規模改修を実施したことを記載しております。 

３５ページをお開きください。 

「 県立学校の給食費の保護者負担の軽減」につきましては、昨今、物価高騰が相

次ぐ中、国の物価高騰対策に呼応し、代替がきかない米飯や牛乳などの食材価格の高

騰分を公費で負担することで、保護者負担の軽減を図ったことを記載しております。 

３７ページをお開きください。６番目の柱は、「学校、家庭、地域が連携・協力し

た、社会全体による教育力の向上」であります。 

「家庭教育の充実」につきましては、翌年度に小中学校へ入学する子どもを持つ保

護者に対し、規則正しい生活リズムの重要性や、発達段階をふまえた子どもとの関わ

り方などを掲載した「親学びの冊子」を作成・配付するなど、家庭の教育力の向上を

支援したことを記載しております。 

 ３９ページをお開きください。７番目の柱は、「生涯にわたり学び続ける環境づく

り」であります。 
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「県民大学校の充実」につきましては、多様化する県民の学習ニーズに応えるた

め、１，０１２の講座を開設し、開校以来の修了生は、延べ２０，１２３名に達した

こと、子育て世代を対象とした、「ファミリー・カレッジ in 本多の森」を開催するな

ど、若い世代の学習機会の充実と生涯学習の振興を図ったことを記載しております。 

 ４０ページをお開きください。８番目の柱は、「文化財の保存・活用」であります。  

「 金沢城三十間長屋の保存修理」につきましては、国の重要文化財に指定されて

いる金沢城三十間長屋は、鉛瓦の屋根の約半分が赤茶色に変色し、また、屋根の全面

が劣化していることから、県が事業主体となり、国の財政支援を受け、令和４年度か

ら２か年で、屋根全面の鉛瓦の葺き替えを行ったことを記載しております。 

その下の、「金沢城の調査研究」につきましては、昨年度からは、研究対象を二の丸御

殿に重点を置くとともに、刊行物や絵図、石垣の写真など、これまで研究所が蓄積し

てきた研究成果をインターネットでの公開に向け整備したことを記載しております。 

 ４１ページをご覧ください。 

「 近世史料の編さん」につきましては、古代から中世までを網羅した「加能史

料」の編さんが一昨年度で完了したことから、 

次の段階として、昨年度、新たに「近世史料編さん室」を設置し、加賀前田家が統治

した近世の史料の編さんに着手したことを記載しております。 

４７ページをお開きください。「教育委員会会議及び教育委員の主な活動」でありま

す。 

 「１ 教育委員会会議」につきましては、令和４年度は１５回開催し、議案３１

件、報告事項３３件について教育委員の皆様に、精力的にご審議やご意見をいただき

ました。 

 その下の「２ 教育委員の主な活動」につきましては、委員の皆様には、大変お忙

しい中、年間を通して積極的に活動いただきました。その一覧表でございます。 

 ４８ページからは、審議された議案や報告事項について、最後の５０ページにつき

ましては、教育委員会の当初予算の概要を記載しております。 

 以上で説明は終わりますが、本日、審議いただいた後、議会へ報告書を提出すると

ともに、ホームページに掲載し、公表することとしておりますので、ご審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

【質疑】 

 質疑なし 
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議案第 20 号 石川県立夜間中学の校名決定について（北島学校指導課長説明） 

 

石川県立夜間中学の校名決定について、説明させていただきます。 

１の校名案については、記載のとおり、「石川県立あすなろ中学校」としました。 

２の選定理由については、「あすなろ」は石川県の木”あて”の別名であり、明日は

ヒノキになろうという想いが由来と言われ、自分の夢や希望の実現に向かって学んで

いこうとする夜間中学校の理念にふさわしいという考えによるものであります。 

この校名案に決定するまでの経緯については、３にありますように、夜間中学の理

念にふさわしい校名案を公募したところ、県内在住者から、１２４件、１０７作品の

応募があり、「あすなろ中学校」が最も応募数が多かった校名案でありました。 

先般、公募結果を受けて開催した、教育関係者からなる校名検討会においても、「あ

すなろ中学校」については、全検討会委員から推薦がありました。 

校名案についての説明は、以上です。 

ご審議の程、よろしくお願いします。 

 

【質疑】 

 質疑なし 

 

（北野教育長） 

以降の審議は非公開となるため、傍聴人の退席を促す。 
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議案第 21号 令和６～９年度使用石川県立特別支援学校小学部教科書の採択について

（北島学校指導課長説明） 

北島学校指導課長が説明し、採択の結果、全会一致で原案のとおり可決された。 

 

議案第 22号 教職員の人事について（髙倉教職員課長説明） 

髙倉教職員課長が説明し、採択の結果、全会一致で原案のとおり可決された。 

 

・閉会宣言 

北野教育長が閉会を告げる。 


